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お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
５
を
開
催

　

11
月
１
日
、
岡
山
県
酪
農
乳
業
協

会
と
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
共

催
に
よ
る
「
お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ

ア
２
０
２
５
」
が
岡
山
市
北
区
の
北

長
瀬
未
来
ふ
れ
あ
い
総
合
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
大
雨
で
会

場
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
水
た
ま
り
は
多
少
あ
っ

た
も
の
の
当
日
は
何
と
か
晴
れ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
令
和
７
年
度
「
牛
乳
大
好
き
！

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
内
に
最
優

秀
賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞
を
受
賞
し

た
子
ど
も
た
ち
の
力
作
45
点
を
展

示
。

　

併
せ
て
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
の
岡
山
県
大
会
へ
の
出

品
作
品
10
点
の
パ
ネ
ル
も
展
示
し
、

多
数
の
来
場
者
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

毎
回
好
評
の
「
親
子
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
体
験
」と「
親
子
バ
タ
ー

作
り
体
験
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
た
く

さ
ん
の
家
族
が
手
作
り
体
験
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
記
念

撮
影
」
や
「
ロ
ー
ル
に
お
え
か
き
」

に
加
え
、
今
年
初
め
て
飼
料
や
乾

草
、
配
合
飼
料
を
展
示
し
て
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
に
は
触
っ
た
り
匂
い
を

か
い
だ
り
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
酪
農
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
も
挑

戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
は
ミ
ル
ク
な
べ
の
販
売
と

牛
乳
も
ち
の
試
食
、
牛
乳
パ
ッ
ク
工

作
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
変
な

賑
わ
い
で
し
た
。
岡
山
県
畜
産
課
は

「
牛
乳
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」

で
酪
農
の
現
状
を
Ｐ
Ｒ
し
、
中
販
連

は
「
カ
ル
ピ
ス
の
牛
乳
割
り
の
試
飲

コ
ー
ナ
ー
」
で
牛
乳
の
飲
み
方
を
提

案
。「
酪
農
な
ぞ
解
き
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
家
族
で
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
酪

農
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら

会
場
内
を
巡
り
、
酪
農
を
学
び
な
が

ら
賞
品
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
全

て
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
来
場

者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ー

ナ
ー
を
た
く
さ
ん
設
け
ま
し
た
。

　

岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
会
員
の
乳

業
メ
ー
カ
ー
、
６
次
化
産
業
に
取
り

組
む
組
合
員
も
出
店
さ
れ
、
主
力
商

品
の
Ｐ
Ｒ
と
牛
乳
・
乳
製
品
を
販
売

し
て
い
た
だ
き
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
年
も
岡
山
県
厚
生
連
に
よ
る

「
骨
密
度
測
定
」
及
び
岡
山
県
栄
養

士
会
に
よ
る
「
栄
養
相
談
」
も
行
わ

れ
、
多
く
の
方
に
牛
乳
の
大
切
さ
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
の
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ

ン
シ
ョ
ー
」
や
マ
ジ
シ
ャ
ン
ゆ
か
り

さ
ん
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
チ
ア
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
が
会
場
を
沸

か
せ
、
ス
テ
ー
ジ
の
前
は
多
く
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

一
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
酪
農

に
関
わ
る
人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ

て
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
拡
大
、

酪
農
業
の
理
解
醸
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ミ
ル
ク

フ
ェ
ア
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
出

店
者
、
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

（
事
務
局
）

主催者の挨拶

「牛乳大好き！絵画コンクール」受賞者の皆さん
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令
和
７
年
度
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
長
恒
泰
治
氏

（
前
お
か
ら
く
組
合
長
）
の
叙
勲
伝
達
式

が
11
月
21
日
に
農
林
水
産
省
で
行
わ
れ
、

旭
日
双
光
章
の
勲
章
と
勲
記
が
授
与
さ

れ
、
そ
の
後
、
皇
居
へ
参
内
さ
れ
天
皇
陛

下
へ
の
拝
謁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
恒
氏
は
真
庭
市
蒜
山
地
区
で
高
度
な

知
識
と
技
術
力
を
背
景
に
、
広
大
な
草
牧

地
を
利
用
し
自
給
飼
料
を
基
盤
と
し
た
酪

農
経
営
を
行
い
、
蒜
山
地
区
酪
農
家
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
11
年

に
ホ
ク
ラ
ク
農
業
協
同
組
合
監
事
に
就
任

さ
れ
、
そ
の
後
は
平
成
14
年
県
単
一
の
酪

農
専
門
農
協
で
あ
る
「
お
か
や
ま
酪
農
業

協
同
組
合
」
設
立
時
に
は
理
事
に
就
任
さ

営
安
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
か
ら
は
中
国
生
乳
販
売

農
業
協
同
組
合
連
合
会
監
事
、
令
和

元
年
か
ら
は
同
連
合
会
代
表
監
事
、

令
和
３
年
か
ら
は
同
連
合
会
代
表
理

事
会
長
の
重
責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

就
任
当
初
に
は
世
界
経
済
は
停
滞
。

バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉
乳
は
過
去
最
大

の
在
庫
を
抱
え
、
さ
ら
に
海
運
等
の

混
乱
と
物
流
の
遅
延
等
に
よ
る
生
産

資
材
の
逼
迫
と
コ
ス
ト
は
上
昇
し
、

酪
農
経
営
は
著
し
く
悪
化
。
そ
の
た

め
、
中
央
団
体
会
議
等
で
乳
価
値
上

げ
を
呼
び
か
け
、
全
国
が
一
致
団
結

し
て
乳
価
交
渉
を
行
い
、
令
和
４
年

11
月
、
令
和
５
年
８
月
と
２
年
連
続

で
飲
用
等
向
け
乳
価
の
値
上
げ
を
実

現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
地
方
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
福
祉
施
設
等
へ
牛

乳
・
乳
製
品
の
無
料
配
布
を
行
い
、
牛
乳

等
の
需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
図
り
ま
し

た
。
生
産
者
拠
出
に
よ
る
「
乳
製
品
在
庫

調
整
対
策
事
業
賦
課
金
」
に
よ
り
脱
脂
粉

乳
の
過
剰
在
庫
解
消
に
尽
力
す
る
な
ど
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
恒
氏
か
ら
は
、「
叙
勲
受
章
は
大
変

光
栄
で
あ
り
、
皆
様
方
の
長
年
に
わ
た
る

ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
酪
農
家
は
乳
価
値
上
げ
が
あ
っ
た
も

の
の
、
飲
用
牛
乳
消
費
低
迷
に
よ
る
脱
脂

粉
乳
在
庫
の
増
加
、
急
激
な
円
安
に
よ
る

生
産
資
材
高
騰
、
日
中
関
係
に
よ
る
イ
ン

れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
に
は
専
務
に
就
任
さ
れ
、
改

正
畜
安
法
へ
の
不
安
感
が
広
が
る
中
で
も

多
く
の
酪
農
家
か
ら
お
か
や
ま
酪
農
業
協

同
組
合
に
生
乳
販
売
を
委
託
さ
れ
、
組
合

員
か
ら
支
持
さ
れ
る
組
合
運
営
の
礎
を
築

か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
に
は
組
合
長
に
就
任
さ
れ
、

当
初
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

円
安
等
、
前
例
の
な
い
酪
農
不
況
に
見
舞

わ
れ
「
生
産
者
手
取
り
乳
価
」
の
値
下
が

り
は
続
き
、
値
下
が
り
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
中
国
生
乳
販
連
と
団
結
し
乳
価
交

渉
を
進
め
、
さ
ら
に
、
お
か
や
ま
酪
農
業

協
同
組
合
で
は
生
乳
生
産
基
盤
維
持
を
目

的
に
、
農
家
支
援
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、

令
和
６
年
に
退
任
さ
れ
る

ま
で
、
組
合
の
合
理
化
、

機
能
強
化
、
酪
農
基
盤
維

持
復
元
対
策
を
講
じ
、
手

数
料
低
減
、
集
送
乳
合
理

化
を
図
り
、
手
取
り
乳
価

確
保
の
た
め
に
奔
走
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
組
合
員
を

最
優
先
に
考
え
、
先
頭
に

立
っ
て
組
合
員
及
び
関
係

者
へ
足
を
運
び
、
組
合
の

安
定
運
営
に
向
け
た
支
援

及
び
協
力
を
お
願
い
し
、

組
合
運
営
、
組
合
員
の
経

バ
ウ
ン
ド
の
失
速
の
兆
し
等
に
よ
り
酪
農

業
界
は
再
び
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、組
合
、

指
定
団
体
、
全
酪
連
を
始
め
と
す
る
中
央

団
体
、
酪
農
政
治
連
盟
と
の
連
携
に
よ
り

こ
の
窮
状
を
乗
り
切
り
、
次
世
代
へ
つ
な

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。
今
回

の
叙
勲
受
章
に
対
し
、
賀
意
と
ご
芳
情
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
章
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

長
恒
泰
治
氏
に
旭
日
双
光
章
叙
勲
伝
達
さ
れ
る
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　生乳出荷者の皆さんは食品関連事業者として位置づけられていることは周知のことと思います。食品
安全基本法第８条には、「自らが食品の安全性の確保について第一義的責任を有していることを認識し
て、食品の安全性を確保するために必要な措置を食品供給の行程の各段階において適切に講ずる責務を
有する」とあります。
　乳牛を健康に管理し、衛生的に搾乳し、衛生的に保管し出荷する義務があることを認識しましょう。
　搾乳された生乳が通過する、搾乳ユニットやパイプライン、バルククーラー等の洗浄は、今では大半
が自動化され、洗浄労力はずいぶんとラクになったと思います。しかし、その自動洗浄には大きな落と
し穴があります。
　自動洗浄ではどうしても届かないところや水量・水流が極端に弱いところが必ず出現します。そこで、
定期的に分解し、手洗い洗浄する事が必須となります。また、各ラインのつなぎ部分のゴムパッキン等
はアルカリ洗剤や酸洗剤の影響により劣化し、ひび割れや硬化、あるいは触ると手指が黒くなるなど溶
解しています。ガイドラインではゴムパッキン類は最低１年に１回交換することが推奨されています。
（パイプライン等のパッキンは長年交換されていない実例が多々あります）

　生産支援課では、生乳通過ラインにおけるゴムパッキン交換助成事業を計画中です。ぜひこの機
に、助成事業を利用し定期的な交換を行うよう心掛けましょう。

　おからくでは、各事務所へルミテスター（写真１）を配備しています。搾乳ユニットからバルククー
ラーの排出口までの間に使用されているゴム類の交換の際は、最寄りの事務所へ交換日をお知らせくだ
さい。おからく職員が、実際にルミテスターを使って、汚れ具合をチェックいたします。
★ルミテスターってなあに？★
　ルミテスターとは、専用の綿棒を使用し、ふき取り検査（A3法）によっ
てATP（アデノシン三リン酸）、ADP（アデノシン二リン酸）、AMP（ア
デノシン一リン酸）を汚れの指標として計測する装置です。
　図１のように、ATPは、地球上のあらゆる生き物がエネルギーの元
として持っている物質で、菌などの微生物・生乳・肉・魚・野菜などの
食べ物、ヒトの汗や唾液などの退役といった生き物を含む多くの有機物
に含まれています。ATPがあるということは、そこに生き物に由来す
る何かが存在することを意味します。ATPがたくさん残っていること
は、食品製造の現場では食品残渣など洗い残しや微生物繁殖リスクがあ
る、医療や調理現場では感染症汚染のリスク源になる可能性があり、酪
農では洗浄不良として汚れがあることを意味します。
　ATPふき取り検査は、ホタル腹部の発光機の中で起きている酵素反
応を応用しています。（図２）ATPは、ルシフェラーゼと反応すること

見えない汚れを見える化しよう

写真１

図１
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でAMPに変化します。その際にエネルギーを放出して光を発生します。ATPの量が多ければ光が強く
なり、ATPの量少なければ光は弱くなります。測定器でこの反応の発光量を測定することでATPの量
が分かります。

数値としてどの程度で合格ラインでしょうか？ 

　表のように
　　☆ステンレスやガラスなどの平滑なもの　　　　　　　　 ：  200RLU以下
　　☆ゴムや樹脂製品等の凹凸のあるもの、傷つきやすいもの ：  500RLU以下
　　☆手指　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：2,000RLU以下
となっています。
　すなわち、生乳が通過するパイプライン、レシーバージャー、バルククーラー内から排出口、ミルク
クロー内部などの生乳通過ルートは200RLU以下、ゴムパッキン部分やライナーゴム内、ミルクホーズ
や送乳ホーズ内などの樹脂製品などは500RLU以下がBEST（合格）となります。

図３図２
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　500RLU以上あるということは、汚れが完全に落ちておらず、細菌の増殖の可能性が大いにあるとい
うことです。
　ちなみに、手指の表面は指紋やしわがあり、表のようにATP数値が高くなります。そのため、搾乳
手袋装着が重要なのです。
衛生的基準を満たした生乳を出荷するのはあなたの責務です！
　定期的にふき取り検査を実施し、安全・安心な生乳出荷を心掛けましょう
※ルミテスターによるふき取り検査は、最寄りのおからく事務所へご相談ください。

（事業本部）

　

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
・（
公
財
）

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
か
ら
お
礼
状
が
届
き

ま
し
た
の
で
、掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校

　

10
月
25
日
～
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
第
16

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
お
き
ま

し
て
は
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
下
の
結
果
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
並
び
に
お
礼
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

出
品
牛

　

３
部
：
タ
カ
ノ
ウ　

ジ
ヤ
ガ
ー

　

チ
ヤ
レ
ン
ジ　

エ
イ
コ
ウ

（
19
頭
中
16
位
）

リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

〈
高
校
３
年
生
の
部
〉

　

5
位
入
賞　

畜
産
科
学
科
３
年

　

小
原　

杏
弥

　

今
回
の
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
５

位
入
賞
と
い
う
、
良
い
結
果
を
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
獲
得
で
き
ま
し
た
の

も
、
ひ
と
え
に
、
皆
様
の
援
助
が
あ
っ
て
の

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
期
間
中
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
サ
ポ
ー
ト
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
他
県
の
牛
を
見
た
り
、
県

内
の
酪
農
家
の
方
々
と
交
流
で
き
た
り
と
、

と
て
も
楽
し
く
濃
い
６
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

全
国
の
出
品
牛
や
酪
農
家
の
方
々
の
姿
に

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
改
め
て
日
々
の
管
理

や
観
察
の
大
切
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
学
び
を
今
後
の
進
路
に
生
か
し
、
よ
り

成
長
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
公
財
）中
国
四
国
酪
農
大
学
校

　

第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
へ

の
出
品
に
あ
た
り
、
関
係
機
関
な
ら
び
に
出

品
団
の
皆
様
よ
り
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
か
ら
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
か
ら
は
第
1
部
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
Ｊ

サ
イ
ア
ー
）
と
第
19
部
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
36
ヶ

月
未
満
）
に
出
品
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
昨
年
か
ら
出
品
牛
の
管
理
に
携
わ
っ
て

き
た
２
年
生
５
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

長
距
離
輸
送
や
長
期
遠
征
、
さ
ら
に
は
季
候

の
違
い
な
ど
大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の

挑
戦
で
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に

よ
り
、
牛
・
人
と
も
に
無
事
参
加
で
き
た
こ

と
は
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
。

　

10
年
ぶ
り
の
全
共
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
会
場
の
熱
気
を
肌
で
感
じ
、
日
本
を
代

表
す
る
牛
た
ち
を
目
の
当
た
り
に
で
き
た
こ

と
、
全
国
各
地
の
方
々
と
交
流
で
き
た
こ
と

は
、
学
生
た
ち
の
今
後
の
活
動
に
大
き
な
支

え
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
全
国
で
活
躍
し
て
い
る
多
く
の

卒
業
生
と
再
会
し
、
近
況
を
語
り
合
え
た
こ

と
も
誠
に
喜
ば
し
く
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
糧
に
、
今
後
と
も
さ
ら
な

る
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
校

に
対
し
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
16
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
お
礼
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令
和
７
年
度
下
期
牛
群
審
査
お
よ
び

後
代
検
定
娘
牛
に
関
わ
る
体
型
調
査
が

11
月
11
日
か
ら
18
日
に
か
け
て（
一
社
）

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会　

塩
野

雅
一
審
査
員
、
山
下
薫
審
査
員
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
牛
群
審
査
７
戸

１
０
５
頭
、
体
型
調
査
14
戸
１
０
４

頭
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
審
査
２
戸
14
頭
、
合
計

２
２
３
頭
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

牛
群
審
査
で
は
、
岡
山
市　

妹
尾
優

佳
さ
ん
所
有
「
ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト　

コ

ス
モ
ポ
リ
ス　

ロ
ー
ヤ
リ
ス
ト
」号（
令

和
元
年
９
月
５
日
生
、
５
産
）
が
92
点

（
Ｅ
Ｘ
︱
２
Ｅ
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
妹
尾
優
佳
さ
ん
所
有
「
ヒ
ー

ル
ク
レ
ス
ト　

ロ
ー
ト
ラ
ス
ト　

レ

イ
」号（
令
和
２
年
８
月
16
日
生
、４
産
）

が
91
点
、
吉
原
直
樹
さ
ん
所
有
「
グ
ラ

ン
デ
イ
ー
ル　

ナ
ナ
チ
ヤ
ン　

シ
ヨ
ー

タ
ク
ン　

Ａ
Ｉ
ナ
ナ
チ
ヤ
ン
」（
令
和

元
年
６
月
26
日
生
、
５
産
）
が
91
点
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
お
よ
び
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
審

査
の
際
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
生
産
支
援
課
）

令和７年度下期牛群審査成績高得点牛
89点以上（ホルスタイン種）
市町村 受審農家名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　コスモポリス　ローヤリスト 6-02 92（EX-2E）

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　ロートラスト　レイ 5-03 91

津山市 吉原　直樹 グランデイール　ナナチヤン　シヨータクン　ＡＩナナチヤン 6-04 91

津山市 辻　　賀裕 ハツピーライブ　モデステイー　ダンテ　ルル 5-08 90

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　イツト　ペンギン 6-00 90

岡山市 有 安 　 　 力 ＡＬＩＣＥ　アマンダ　マーチ　ハンブレン　マリアベル　ＥＴ 6-02 90

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　ジヨイチツプ　レイ 6-06 90

津山市 吉原　直樹 グランデイール　ロートラスト　ミドリ 6-07 90

岡山市 有安　　力 ＡＬＩＣＥ　プロミス　ヒール　シルバ　ヒスイ　ＥＴ 7-00 90

真庭市 ㈲長恒牧場 ハツピーグローリー　ビクトリア　ペトロン 8-06 90（EX-4E）

津山市 吉原　直樹 グランデイール　５８９　サラ　タンクレデイー 4-07 89

津山市 吉原　直樹 グランデイール　ドクター　キンキラキン　ＥＴ 4-07 89

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　ドワン　リンツ　ＥＴ 4-09 89

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　マツカチエン　キリン 4-09 89

真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ウエーバー　ドアマン　モーガン　２ 5-10 89

岡山市 妹尾　優佳 ヒールクレスト　ローゼツタ　クラツシユ 6-00 89

津山市 辻　　賀裕 ＨＬＳ　スター　ＧＷ　ギンチヤン　ＥＴ 7-04 89

初産で85点
市町村 受審農家名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点

津山市 吉原　直樹 グランデイール　オカメ　ＥＴ 2-05 85

津山市 吉原　直樹 グランデイール　デルタラムダ　ミカン 2-11 85

令和７年度下期乳用牛体格審査報告
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はじめに
　朝夕の冷え込みがぐっと厳しくなってきました。今年も残りわずかとなりましたが、皆様いかがお過
ごしでしょうか。現場では、子牛の管理によりいっそう気を遣う時期かと思います。さて、今回は新し
い乳酸菌製剤『らくとけＺ』を紹介したいと思います。
　乳酸菌製剤『らくとけＺ』の特長を３つご紹介します。
①生きて腸まで届く乳酸菌
　今回の製品には、「有胞子性乳酸菌」という、名前の通り胞子を持っているため、自身の周りに殻の
ような胞子を作ることで熱・酸・乾燥から身を守っている乳酸菌です。また、生きた善玉菌を給与する
ことで更に善玉菌を増やす、プロバイオティクス効果の高い乳酸菌です。そのため、乳酸菌だけでもほ
かの善玉菌の増加を促し、酪酸を生産しやすい腸内環境にします。
②子牛の成長をサポート
　有胞子性乳酸菌の添加により腸内細菌叢が変化し、腸内環境が整うことで、代用乳やスターター・乾
草などの飼料摂取量を増加させることが、酪農技術研究所での研究で分かりました。
③牛・人・機械にやさしい
　１日10ｇと少ない添加量で充足し、確実に摂取させることが簡単です。また、水やミルクに溶けやす
く、沈殿しにくい製品のため、ミルクを作るときの手間が軽くなるだけではなく、機械の詰まりを防ぐ
ことで哺乳ロボット等の機械にも優しいです。
最後に
　子牛の健康なサポートは牧場全体の生産性に直結します。新しい乳酸菌製剤『らくとけＺ』がその一
助となり、現場の負担軽減と、より安定した育成に貢献できれば幸いです。
　ご興味のある方は、お近くの全酪連職員にお気軽にお問い合わせください。

子牛の冬を支える、新しい乳酸菌製剤『らくとけZ』
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　澤田　　茜
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試
験
紹
介
「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
用
い
た
乳
用
牛
の
育
成
方
法
の
確
立
」
に
つ
い
て 

 

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

は
じ
め
に

　

当
所
で
令
和
５
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
研
究
課
題
「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
を
用
い
た
乳

用
牛
の
育
成
方
法
の
確
立
」
が
、
本
年
度

で
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
主
な
試
験
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

背
景
・
目
的

　

ご
存
知
の
通
り
、
近
年
の
世
界
情
勢
の

影
響
に
よ
り
、
輸
入
飼
料
価
格
は
高
止
ま

り
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
経
営
コ
ス
ト
の
大
半
を
占
め

る
飼
料
費
を
低
減
し
、
生
産
性
を
落
と
さ

な
い
育
成
方
法
の
確
立
を
目
的
に
本
試
験

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

試
験
内
容

　

試
験
対
象
牛
は
８
か
月
齢
か
ら
15
か
月

齢
の
乳
用
育
成
牛
で
す
。
購
入
乾
草
の
７

割
（
乾
物
量
）
を
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
置
き
換
え

た
試
験
区
と
購
入
乾
草
を
給
与
す
る
対
照

区
を
比
較
し
ま
し
た
。
飼
料
給
与
量
は
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　

試
験
で
は
定
期
的
に
体
高
、
体
重
、
Ｂ

Ｃ
Ｓ
、採
食
量
等
を
計
測
し
（
写
真
１
）、

併
せ
て
受
胎
月
齢
等
の
繁
殖
成
績
や
飼
料

費
の
削
減
効
果
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

試
験
結
果

　

体
測
結
果
は
両
区
と
も
体
高
や
体
重
に

差
は
な
く
、
概
ね
同
等
の
発
育
を
示
し
ま

し
た
（
図
１
）。

　

試
験
終
了
時
の
15
か
月
齢
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｓ

は
、
試
験
区
が
平
均
３
・
29
、
対
照
区
が

平
均
３
・
38
と
な
り
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
給
与
に

よ
る
過
肥
や
削
痩
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

繁
殖
成
績
は
試
験
区
が
平
均
１
・
３

回
、
対
照
区
が
平
均
２
・
０
回
の
授
精
で

受
胎
し
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
給
与
に
よ
る
影
響

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

飼
料
費
は
現
物
給
与
量
か
ら
換
算
す
る

と
約
２
割
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
12
月
か
ら
勝
央
町
の

酪
農
家
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
前
述
し
た

試
験
内
容
を
も
と
に
現
地
実
証
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

現
時
点
（
約
11
か
月
齢
）
で
は
場
内
試

験
と
同
様
に
試
験
区
と
対
照
区
の
発
育
は

概
ね
同
等
と
な
っ
て
お
り
、
農
場
か
ら

は
、
育
成
牛
の
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
摂
取
量
は
、

ロ
ー
ル
の
品
質
（
カ
ビ
の
有
無
）
や
気
温

に
よ
り
変
化
す
る
た
め
、
給
与
量
に
気
を

つ
け
る
必
要
が
あ
る
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に

　

今
後
、
本
試
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
乳
用
育
成
牛
へ
の
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
給

与
事
例
集
の
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

８カ月齢

区分 濃厚飼料
（㎏）

粗飼料（㎏）
稲WCS チモシー スーダン

試験区 2.0 10.5 1.1 0.4
対照区 2.0 4.0 1.0

15カ月齢

区分 濃厚飼料
（㎏）

粗飼料（㎏）
稲WCS チモシー スーダン

試験区 4.0 20.1 2.2 0.7
対照区 4.0 6.5 3.5

表１　１日１頭当たり現物給与量写真１　体測のようす

写真２　現地実証試験牛 図１　体測結果（体高）
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11
月
13
日
～
14
日
、
西
日
本
酪
農
青
年

女
性
会
議
主
催
の
「
第
30
回
酪
友
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
愛
媛
県
松
山
市
「
道
後
温
泉　

に
ぎ
た
つ
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
中
四
国

か
ら
約
40
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
開
催
県
で
あ
る
愛
媛
県
の

東
宇
和
酪
農
青
年
部
か
ら
、
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
す
る
勉
強
会
や
、
現

場
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
講
演
会
で
は
、
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
瀧
本
真
奈
美
氏
よ
り
「
食

品
ロ
ス
削
減
の
た
め
の
整
理
収
納
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
食
品
ロ

ス
を
テ
ー
マ
に
、
定
義
の
確
認
を
は
じ

め
、
ロ
ス
が
発
生
す
る
原
因
、
や
っ
て
は

い
け
な
い
Ｎ
Ｇ
収
納
、
基
本
と
な
る
食
品

収
納
の
考
え
方
、
対
策
、
さ
ら
に
は
簡
単

な
レ
シ
ピ
例
ま
で
幅
広
く
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
本
来
食
べ
ら
れ
る
は

ず
の
食
品
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

り
、「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
観
点
だ

け
で
な
く
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
問

題
で
す
。
令
和
５
年
の
日
本
の
年
間
食
品

ロ
ス
は
約
４
６
４
万
ｔ
に
の
ぼ
り
、
国
民

一
人
当
た
り
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個
分
を
捨

て
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

半
分
近
く
が
家
庭
か
ら
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
家
庭
で
の
対
策
が
重
要
で
あ
る

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

食
品
ロ
ス
削
減
の
た
め
に
は
、
自
宅
に

「
何
が
」「
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
て
」「
い
つ

ま
で
食
べ
ら
れ
る
の
か
」
を
把
握
す
る
こ

と
が
近
道
で
あ
る
と
熱
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
参
加
者

か
ら
冷
蔵
庫
の
使
い
方
に
関
す
る
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
開
封
済
み
食
品
の
冷
凍
や
保

存
の
コ
ツ
、
冷
蔵
と
冷
凍
の
使
い
分
け
な

ど
、
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

講
演
会
後
に
は
、「
食
品
ロ
ス
・
酪
農

現
場
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
に

あ
た
り
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興

会
よ
り
参
加
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
西
日
本
発
表
大
会
が
山
口

県
、
全
国
発
表
大
会
が
沖
縄
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
他
県
酪
友
と
の
交
流
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

第
30
回
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム

講演会のようす

会場の方とコミュニケーションをとる瀧本氏

活発な意見が飛び交いました‼

グループワーク発表のようす
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おいしくできるかな♪

みんな頑張って作りました！

大きな牛を前に興味津々

バ
タ
ー
作
り
＆
搾
乳
体
験

バ
タ
ー
作
り
体
験

　

10
月
29
日
、
加
賀
南
小
学
校
（
吉
備
中

央
町
）
の
３
年
生
の
親
子
活
動
と
し
て
、

「
牛
乳
を
使
っ
た
食
育
体
験
」
を
行
い
た

い
と
の
依
頼
を
受
け
、
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
教
室
で
、
酪
農
に
関
す
る
ク
イ

ズ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。「
牛
の
胃
の
大
き
さ
っ

て
ど
れ
く
ら
い
？
」
と
い
う
問
い
に
、
答

え
が“
ド
ラ
ム
缶
の
大
き
さ
”だ
と
知
り
、

子
ど
も
た
ち
は
ビ
ッ
ク
リ
。
次
々
と
出
題

さ
れ
る
問
題
に
、
笑
顔
で
元
気
に
答
え
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

続
い
て
は
、
班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
バ

タ
ー
作
り
と
搾
乳
体
験
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

11
月
８
日
、
ま
き
ば
の
館
活
性
化
委
員

会
主
催
で
バ
タ
ー
作
り
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
き
ば
の
館
体
験
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た

こ
の
催
し
は
、
事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
５

組
19
名
（
大
人
11
名
・
こ
ど
も
８
名
）
が

参
加
。
中
に
は
岡
山
市
や
倉
敷
市
か
ら
来

場
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
て
テ
ー
ブ
ル

に
座
り
、
い
よ
い
よ
体
験
開
始
。
子
ど
も

た
ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。
大
人
の
参
加

者
も
子
ど
も
た
ち
に
負
け
じ
と
一

生
懸
命
ボ
ト
ル
を
振
り
続
け
て
い

ま
し
た
。
家
族
連
れ
の
グ
ル
ー
プ

は
、
子
ど
も
さ
ん
の
ボ
ト
ル
を
交

代
し
な
が
ら
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
全
員
が
見
事
に

バ
タ
ー
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
ま
き
ば
の
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
焼
か
れ
た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
に
つ

け
て
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
い
し

い
！
楽
し
か
っ
た
」
と
大
好
評

で
、
大
人
の
参
加
者
も
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
と
て
も
美
味
し
く
て
び
っ

く
り
し
た
」「
家
で
家
族
に
振
舞

い
た
い
。
生
ク
リ
ー
ム
は
ど
こ
で

買
え
る
の
？
」
と
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

バ
タ
ー
作
り
で
は
、
一
生
懸
命
ボ
ト
ル

を
振
り
な
が
ら
、「
も
う
で
き
た
？
」「
ま

だ
か
な
？
」
と
苦
戦
し
つ
つ
も
、
固
ま
っ

た
バ
タ
ー
を
見
て
大
喜
び
！

　

搾
乳
体
験
で
は
、
大
き
な
牛
を
目
の
前

に
、「
本
物
も
こ
ん
な
に
大
き
い
の
？
」

と
驚
き
の
声
を
上
げ
な
が
ら
、
夢
中
で
体

験
す
る
姿
が
と
て
も
微
笑
ま
し
か
っ
た
で

す
。

　

今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

は
牛
乳
や
酪
農
へ
の
関
心
を
深
め
て
く
れ

た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
酪
農
へ

の
理
解
を
広
げ
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
生
乳
課
・
び
ほ
く
事
務
所
） 

　

今
回
は
ま
き
ば
の
館
の
活
性
化
を
目
的

に
企
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
乳
製
品
の
可
能

性
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
時
間
半
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
し
た

が
、
私
た
ち
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
秋
の
イ
ベ
ン
ト
シ
ー

ズ
ン
は
続
き
ま
す
。
継
続
的
に
理
解
醸
成

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
生
乳
課
）
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12
月
１
日
放
送
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予

報
の
担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
安
富
太

陽
さ
ん
（
岡
山
市
北
区
下
足
守
）
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

太
陽
さ
ん
は
大
阪
府
出
身
で
、
長
女
の

美
和
さ
ん
と
の
結
婚
を
機
に
岡
山
へ
移
り

住
み
、
現
在
は
牧
場
に
隣
接
す
る
店
舗
で

ジ
ェ
ラ
ー
ト
製
造
を
担
当
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

最
初
は
牛
舎
で
の
作
業
風
景
や
照
人
さ

ん
か
ら
太
陽
さ
ん
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

よ
う
す
を
撮
影
。
続
い
て
、
店
舗
へ
移
動

し
、
白
衣
に
着
替
え
た
太
陽
さ
ん
が
搾
り

た
て
の
生
乳
か
ら
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
製
造
す

る
よ
う
す
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

取
材
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
終
始

柔
ら
か
な
笑
顔
で
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ

さ
り
、「
知
ら
な
い
分
野
で
初
め
て
の
こ

と
が
多
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
な

が
ら
、
今
後
に
活
か
し
た
い
と
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
子
ど
も
の
牛
乳
離

れ
が
進
ん
で
い
る
と
聞
く
の
で
、
少
し
で

も
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
、
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。
み
ん
な
の
笑
顔
の
た

め
に
が
ん
ば
り
ま
す
！
」
と
話
さ
れ
る
姿

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
な
雰
囲
気
に
癒

さ
れ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
前
向
き
な
お
話
に
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
周
囲
の
笑
顔
の
た
め

に
」
と
い
う
姿
勢
が
と
て

も
印
象
的
で
、
温
か
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
心
よ
り
応
援
し
て
お

り
ま
す
。

（
生
乳
課
）

照人さんと太陽さん

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

私
は
、
休
日
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る
こ
と

が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
き
先
は
主
に
県
南
部
や
鳥
取
県

で
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
時
も
あ

れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
最
近

で
は
観
光
地
巡
り
等
を
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
が
あ
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
れ

ば
、
そ
の
時
の
状
況
や
気
分
で
行
き
先

を
か
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
と

き
、
目
的
地
へ
着
く
ま
で
の
間
は
な
る

べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト
を
試
し
て
み

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

道
中
に
も
多
く
の
店
や
観
光
場
所
が

あ
る
た
め
、
た
だ
予
定
通
り
に
着
く
こ

と
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、
時
間
に
余
裕

が
あ
る
と
き
に
は
少
し
寄
り
道
し
て
気

に
な
っ
た
場
所
に
は
行
っ
て
み
る
な
ど

し
て
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
名
所
を
探

す
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
行
く
機
会
が
少
な
い
広
島
や

兵
庫
方
面
に
も
足
を
の
ば
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

休
日
の
過
ご
し
方

蒜
山
事
務
所　

小
椋　

一
樹

最高の一杯間近で見るペンギン

　

11
月
13
日
〜
15
日
、
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン

に
て
開
催
さ
れ
た
、
世
界
で
最
も
権
威
あ

る
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ　

Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ　

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ　

２
０

２
５
」
に
お
い
て
、
倉
敷
チ
ー
ズ
工
房
ハ

ル
パ
ル
の
【
燻
製
ス
カ
モ
ル
ツ
ァ
】（
パ

ス
タ
フ
ィ
ラ
ー
タ
タ
イ
プ
）
が
見
事
、
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

本
年
は
、
世
界
46
ヶ
国
か
ら
５
，

２
４
４
品
の
チ
ー
ズ
が
集
ま
り
、
日
本
か

ら
は
40
工
房
48
品
の
チ
ー
ズ
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
５
，

２
４
４
品
の
チ
ー
ズ
が
１
１
０

の
テ
ー
ブ
ル
に
ラ
ン
ダ
ム
に
配

置
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に
Ｇ
ｏ

ｌ
ｄ
、
Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
、
Ｂ
ｒ

ｏ
ｎ
ｚ
ｅ
の
受
賞
チ
ー
ズ
を
決

定
し
ま
す
。
な
お
、
ハ
ル
パ
ル

の
燻
製
ス
カ
モ
ル
ツ
ァ
は
金
賞

と
の
差
は
僅
か
に
１
点
と
な
ん

と
も
惜
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
３
月
に
ア
メ
リ
カ
で
開

催
さ
れ
る
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト

に
も
出
場
予
定
で
す
。
今
後
も

さ
ら
な
る
活
躍
に
注
目
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
備
南
事
業
所
）

藤
本
春
香
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

ま
さ
か
銀
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
夢
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
み
ん

な
驚
き
ま
し
た
。
賞
を
い
た
だ
い
た
チ
ー

ズ
は
、
桜
の
チ
ッ
プ
で
燻
製
に
仕
上
げ
た

日
本
ら
し
さ
を
表
現
し
た
も
の
で
、
焼
い

た
パ
ン
の
よ
う
な
可
愛
ら
し
い
見
た
目

や
、
特
に
高
品
質
な
乳
質
を
高
く
評
価
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
！
。

W
o
rld

 C
h
eese A

w
ard

s 2
0
2
5

三
宅
牧
場
直
営
倉
敷
チ
ー
ズ
工
房
ハ
ル
パ
ル

銀
賞
獲
得
！
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お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
藤
本　

春
香
様
よ
り
結
婚
祝
い
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か

ら
く
教
育
振
興
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事

報

理

会

告

　

10
月
30
日
、
第
３
０
６
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
７
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
度
９
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
上
期
決
算
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
上
期
決
算
は
事
業
利
益
で

は
２
９
，３
３
３
千
円
の
黒
字
と
な
り
、

補
助
金
交
付
が
遅
れ
た
昨
年
に
比
べ
２

１
，５
４
０
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
利
益
は
４
７
，２
７
９
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

○
高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
要
望
に
つ
い
て

　

高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
運
営
支
援
要
望
を
確
認
し
、
次
回
理
事

会
ま
で
に
決
算
内
容
を
精
査
し
、
支
援
内

容
を
決
定
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
酪
農
業
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い

て

　

保
険
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
継
続
加
入

を
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

第
２
四
半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い

て
、
組
合
員
数
の
状
況
に
つ
い
て
、
内
部

監
査
報
告
に
つ
い
て
、
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
に

つ
い
て
、
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
・
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果
に
つ
い
て
、
全
酪
連
冬
ギ

フ
ト
の
協
力
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

令
和
８
年
の
乳
代
精
算
日
を
次
の
通
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
総
務
部
総
務
経
理
課
）

月 乳代精算日

１月分 R８年２月20日

２月分 R８年３月23日

３月分 R８年４月20日

４月分 R８年５月20日

５月分 R８年６月22日

６月分 R８年７月21日

７月分 R８年８月20日

８月分 R８年９月24日

９月分 R８年10月20日

10月分 R８年11月20日

11月分 R８年12月21日

12月分 R９年１月20日

乳
代
精
算
日
の
お
知
ら
せ

ご
協
力
と
お
願
い

　

日
頃
よ
り
組
合
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
12
月
30
日
㈫
か
ら
１
月

４
日
㈰
ま
で
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
に
は
連
絡
表
に

よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人　
　

事

退　

職
（
令
和
７
年
11
月
30
日
付
）

　

林
田　

春
香
（
事
業
本
部
生
乳
課
）

　

田
中　
　

天
（
事
業
本
部
購
買
課
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

異　

動
（
令
和
７
年
12
月
１
日
付
）

　

黒
瀬　
　

聖
（
事
業
本
部
生
乳
課
）
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生乳販売量（令和7年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和7年度）生乳販売量（令和6年度） 購買取扱数量（令和6年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

10

10
４～10

４～10
10

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
受　託 飲　用 その他地 域 受託乳量（トン) 乳製品

５５８,３５６
４,０２２,２１１

７,３４４
５２,６２７
３２６,７９７

２８８,８９７
１,９８２,４２７

７,１５９
４９,３８６
７１,６９２

１２８,１３５
１,０３６,５２３

１０９
２,５８２

１１８,０７７

１４１,３２４
１,００３,２２９

７６
６５９

１３７,０２８

99.8 
101.1 
99.8 
100.0 
100.0 

97.3 
99.0 
100.5 
99.3 
94.3 

104.8 
106.2 
71.7 
112.7 
103.1 

100.7 
100.3 
92.7 
112.1 
100.7 

5,192
5,033

7,344
7,357

,

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
下
牧
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
な
か
、
上
場
頭
数
が
増
加
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
初
妊
牛
平
均
価
格
は
税
込
58
万
４
千
円
（
前
月
比
１
万
８
千
円
安
・
前
年

比
７
万
８
千
円
高
）
と
値
下
げ
傾
向
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
つ
い
て
は
、
乳
用
牛
に
対
す
る
人
工
授
精
統
計
か
ら
来
春
の
資
源
減
少
が
見

込
ま
れ
る
な
か
、
回
転
需
要
に
加
え
春
分
娩
の
早
期
手
配
の
動
き
等
に
よ
り
、
初
妊
牛

相
場
は
、
強
含
み
で
の
価
格
展
開
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事

12月

１日　会計実施検査（～５日）

８日　女性部全体交流会

19日　管理職会議

25日　理事会

27日　おかやまミルクカップ2025Ｕ-８

29日　仕事納め

１月

５日　新年互礼会

26日　管理職会議
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